
与
謝
野
晶
子

の
児
童
文
学
を
め
ぐ

っ
て

実

川

恵

子

一

恋
と
歌
に
生
き
た

「情
熱
の
歌
人
」
と
し
て
、
ま
た

「明
星
」

の
代
表
的
女

流
歌
人
と
し
て
名
声
の
高

い
与
謝
野

晶
子
に
、
子
供
の
た
め
の
児
童
文
学
の
業

績

の
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
そ
う
多

く
は
な

い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
従
来

「歌

人
」
と
し
て
の
晶
子
像
の
賞
揚
に
固
執
し
す
ぎ
、
社
会
評
論
家
と
し
て
や
、
児

童
文
学
と
し
て
の
側
面
の
あ
る
事
実
を
見
落
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
と
思

わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
社
会
評
論
家

の
面
は
措
き
、
児
童
文
学
的
な
業
績
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

こ
の
、
児
童
文
学
者
と
し
て
の
晶
子
像

に
触
れ
た
論
は
、
以
下
に
揚
げ
る
よ

う
に
そ
う
多
く
は
な

い
。
ま
ず
、
最
初
に
論
じ
た
の
が
、
上
笙

一郎

氏

「与
謝

野
晶
子
の

『少
年
少
女
』」
(「本

の
本
」
昭
和
五

一
年
八
月
号
)、
続
い
て
逸
見

久
美
氏

「与
謝
野
晶
子
解
説

(与
謝

野
晶
子

の
児
童
文
学
)」
(『
日
本
児
童
文

学
大
系
』
第
六
巻

・
昭
和
五
三
年
十

一
月
)
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
両
者
を
踏

ま
え
た
佐
藤
通
雅
氏

『
日
本
児
童
文
学
の
成
立
序
説
』
(大
和
書
房
刊

.
昭
和

五
六
年
十

一
月
)
所
収
、
第
三
章

「
与
謝
野
晶
子
」
の
項
と
、
再
び
論
じ
た
上

笙

一
郎
氏

「晶
子
そ
の
児
童
文
化
的
側
面
(上
)」
(「
日
本
児
童
文
学
」
昭
和
五

七
年
五
月
)
で
あ
る
。

児
童
文
学
者
と
し
て
の
晶
子
の
仕
事
は
、
初
め
て
童
話
を
発
表
し
た
明
治
四

十
年
六
月
よ
り
、
大
正
十

一
年
五
月
頃
迄
の
十
五
年
間
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

鳥
越
信
編
の

「講
座
日
本
児
童
文
学
」
別
巻

『
日
本
児
童
文
学
史
年
表
1
』
等

を
参
照
し
な
が
ら
、
最
初
に
こ
の
時
期

の
児
童
文
学
史

の
概
要
を
辿

っ
て
み
よ

う
と
思
う
。

女
流
の
児
童
文
学
者

の
先
駆
者
、
若
松
賤
子
が
明
治
二
九
年
二
月
に
他
界
し

た
後
、
女
流
児
童
文
学
者
は
誕
生
せ
ず
、
空
白
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
か
ら
お
よ
そ
十
年
後
に
、
児
童
文
学
者
と
し
て
の
晶
子
の
活
躍
が
始
ま
る
。

こ
の
同
じ
時
期
に
唯

一
活
躍
し
た
女
流
作
家
に
は
尾
島
菊
子
が
い
る
。
こ
の

一

方
、
男
性
作
家
で
は
、
厳
谷
小
波

・
泉
鏡
花

・
田
山
花
袋

・
山
田
美
妙
ら
が
活

躍
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
頃

の
手
段
と
化
し
て
い
き
、
文
学
と
し
て
の
自

立
を
果
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
女
子
教
育
の
普
及
と

相
俟

っ
て
、
女
子
対
象
の
雑
誌
が
次
々
に
誕
生
し
て
い
っ
た
。
明
治
三
五
年
四

月
に
は
、
「少
女
界
」、
三
九
年
九
月

「
少
女
世
界
」
、
四

一
年
二
月
に

「少
女

の
友
」
、
四
五
年

一
月
に

「少
女
画
報
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
雑
誌
の

需
要
に
迫
ら
れ
、
童
話
執
筆

の
機
会
を
得
た
の
が
晶
子
で
あ
る
。

こ
う
し
て
執
筆
さ
れ
た
児
童
文
学
は
、
次
に
掲
げ
る
五
冊

の
単
行
本
と
、
雑

誌
等
に
発
表
さ
れ
た
童
話
や
少
女
小
説
で
あ
る
。
単
行
本
を
発
行
年
順
に
列
挙

す
る
と
、

1

『絵
本
お
伽
噺
』
(明
治
四

一
年

一
月

・
祐
文
社
)

2

『
お
と
ぎ
ぱ
な
し
少
年
少
女
』
(明
治
四
三
年
九
月

・
博
文
館
)

3

『八

つ
の
夜
』
(大
正
三
年
六
月

・
実
業
之
日
本
社
)

4

『う
ね
う
ね
川
』
(犬
正
六
年
九
月

・
啓
成
社
)
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5

『
行

っ
て

参

り

ま

す

』

(
大

正

八

年

五

月

・
天

佑

社

)
、

後

に

『
藤

太

郎

の
旅

』

と

改

題

し

、

昭
和

四

年

一
月

、
朝

日
書

房

よ

り

刊

行

。

こ

の
五

冊

の
う

ち

、

『
八

つ

の
夜

』
、

『
う

ね
う

ね

川
』
、

『
行

っ
て
参

り

ま

す

』

の
三

編

は

長

編

童

話

で

、

『
お

と

ぎ

ぱ

な

し

少

年

少

女

』

は

二

七

篇

(
金

ち

ゃ

ん

螢

・
女

の
大

将

・
燕

は

ど
こ

へ
い
た

・
鶯

の
先

生

・
金

魚

の
お

使

い

・
お
化

け
う

さ

ぎ

・
虫

の
病

院

・
お
留

守

番

・
山

遊

び

・
ニ

コ
ラ

イ

と

文

ち

ゃ

ん

・
虫

の
音

会

・
螢

の
お

見

舞

・
紅

葉

の
子

供

・
芳

子

の
虫

歯

・
伯

母

さ

ん

の
襟

巻

・

蛙

の
舟

・
美

代

子

と

文

ち

ゃ

ん

・
贈

り

も

の

・
ほ

と

と

ぎ

す

笛

・
こ
け

子

と

こ

っ
子

・
文

ち

ゃ

ん

の
朝

鮮

行

・
衣

裳

持

の
鈴

子

さ

ん

・
う

な

ぎ
婆

さ

ん

・
三

匹

の
犬

日

記

・
赤

い
花

・
鬼

の
子

供

・
早

口

)

の
短

編
童

話

か

ら
成

る

童

話

集

で

あ

る
。

こ
れ

ら

は

、

『
定

本

與

謝

野

晶

子

全

集

』

第

十

二

巻

(
昭

和

五

六

年

三

月

、

講

談

社

刊

)
、

『
名

著

複

刻

日
本

児

童

文

学

館

』

第

二
集

に
所

収

さ

れ

て

お

り

、

容

易

に
読

む

こ
と

が

で
き

る
。

な

お

、

も

う

一
編

の

『
絵

本

お

伽

噺

』

は

、

現

存

し

な

い
幻

の
書

物

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
入

江
春

行

氏

『与

謝

野

晶

子
書

誌
』

(
昭

和

三

一
年

・
創

元

社

)

に

よ

れ

ば

、

「
子

息

等

の
為

に
作

っ
た

お

伽

噺

の
中

か

ら

、

『
牛

の
お

爺

さ

ん

』
、

『
羽

の
生

え

た
話

』

の

二
編

を

と

っ
て

一
冊

と

せ
し

も

の
。

小

林

鍾

吉

・
岡

野

栄

の
挿

画

あ

り

」

と

の

こ
と

で
あ

る
。

こ

の

五

冊

の

単

行

本

刊

行

数

は

、

有

島

武

郎

の

『
=
房

の
葡

萄

』

の

み

、

芥

川

龍

之

介

も

同

じ

く

一
冊

の
童

話

集

『
三

つ
の

宝

』

の
刊

行

と
比

べ
る

と

、

目

を

目

は

る

も

の

が

あ

る

。

晶

子

の
童

話

や

少

女

小

説

は

い

っ
た

い

ど

れ

ほ

ど

あ

る

の

だ

ろ
う

か

。

こ

の

五

冊

の
単

行

本

の
他

に
、

雑

誌

に

発

表

し

た
作

品

が

あ

る
。

そ

の
雑

誌

執

筆

の

　

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
前
掲

の
鳥
越
編

『児
童
文
学
史
年
表
1
』
に
よ

っ
て
、

作
品
を
年
代
順
に
ぬ
き
出
し
、
整
理
し
た
表
を
掲
げ
た
。

こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
雑
誌
掲
載

の
作
品
だ
け
を
見
て
も
、
そ
の

執
筆

の
状
況
は
総
数
七
九
編
と
い
う

驚
く
べ
き
数
に
の
ぼ
る
。

こ
の
う
ち

『お

と
ぎ
ぱ
な
し
少
年
少
女
』
に
収
録
さ
れ
た
二
七
編
を
除
く
と
、
五
三
編
に
な
る
。

初
め
て
童
話
を
発
表
し
た
明
治
四
十
年
六
月
か
ら
、
翌
四

一
年
に
は
七
編
、
四

二
年
は
毎
月
発
表
の
十
二
編
、
四
三
、
四
四
年
に
は
最
多
数
の
十
三
編
が
執
筆

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
翌
年

の
大
正
元
年
は
夫
、
寛
の
後
を
追
い
、
四
か
ら
十

一

月
ま
で
パ
リ
に
行

っ
た
た
め
か
、
二
編
と
減
少
す
る
が
、
二
年
後
に
は
再
び
十

二
編
の
発
表
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
十
編
以
上

の
執
筆
は
、
こ
の
年
迄

で
、
こ
れ
以
降
は
徐
々
に
少
な
く
な
り
、
大
正
三
、
四
年
に

『八

つ
の
夜
』
、

『う
ね
う

ね
川
』

の
長
編
童
話
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
晶
子
が
数
多
く
の
童
話
や
少
女
小
説
を
執
筆
し
た
明
治
四

十
年
か
ら
大
正
六
年
に
か
け
て
は
、
い
わ
ゆ
る
児
童
文
化

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
期
の

到
来
前

に
当
た
り
、
大
正
七
年
に
は
、
日
本

の
近
代
児
童

文
学
の
歴
史
を
拓

い
た
鈴
木
三
重
吉
主
宰
の
雑
誌

『赤
い
鳥
』
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た

本
格
的
な
児
童
文
学
到
来

の
前
段
階
と
し
て
、

こ
の
時
期
を
見
る
と
晶
子
の

多
く

の
童
話
執
筆
は
、
あ
な
が
ち
見
過
す
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
は
な

い
だ
ろ

う
か
。

二

晶
子
の
児
童
文
学
作
品
に
は
、
短
編
と
長
編

の
も
の
が
あ
る
。
比
較
的
早

い

時
期
に
書

か
れ
た
も

の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
短
編
で
、
そ
の
内
容
は
日
常
生
活

を
題
材
に
し
た
子
供

の
た
め
に
書

い
た
い
わ
ゆ
る

「生
活
童
話
」
と
呼
ば
れ
る

作
品
が
大
部
分
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
童
話
を
収
録
し
た

『
お
と
ぎ
ぱ
な
し
少
年

少
女
』

の

「は
し
が
き
」
に
、
晶
子
は
童
話
創
作

の
動
機
を
次

の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「

自
分
の
二
人
の
男
の
子
と
二
人
の
女
の
児
が
大
き
く
成

ッ
て
行
く
に
従

ッ
て
」
「
何
か
お
伽
噺
の
本
を
買
ッ
て
読
ん
で
聞
か
せ
る
や
う

に
致
し
て
居

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
お
伽
噺
に
は
、
仇
打
と
か
、
泥
坊
と
か
、
金
銭

に
関
し
た
事
と
か
を
書

い
た
物
が
混

ッ
て
ゐ
た
り
、
又
言
葉
つ
か
ひ
が
野
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合
賄
子
の
童
話

・
少
女
小
説
執
筆

一
覧
〉

※
は
単
行
本

月

童
話・

少
女
小
説
(

)

は
発
表
誌

9

「
お

月

様
と

お

日

様」

(

少

女
の

友)

9

「
二

羽
の

雀」
(
少
女
画
報
)

明

治
40
・

30

歳

6

「
金
魚
の
お
使
い
」
(

少
女
世
界
)

11

『
お
と
ぎ
ぱ
な
し
少
年
少
女
』

博
文

館

11

「霜

ば

し
ら
」

(

少

女

画
報
)

8

「
ぼ

ん

ぼ

ん
さ

ん
」
(

詩
人
)

10

「
わ

る

も
の

鳥」

(

少

女
の

友
)

〃

「
お

師
匠

さ

ま
」
(

少

女
世

界
)

明

治
41
・

31

歳

1

※

『
絵
本
お
伽
噺
』

祐
文
社

11

「
雀
の

学
問」
(
少
女
世
界
)

大
正

3
・

37

歳

6

※
『
八
つ
の
夜
』

愛
子
叢書

4

4

「
女
中
代
理
鬼
の
子
」
(
少

女
の

友)

〃

「

風
の

神
の

子
」
(

少

女
の

友
)

12

「
長
い

会
の

客」
(

少
女
画報

)

6

「

金
ち
ゃ

ん

螢
」

(

少

女
の

友
)

12

「
お
蔵
の

煤
掃
」
(
少
女
の
友
)

大
正

4
・

38

歳

9

※

『

う

ねう

ね

川
』

啓

成

社

7

「

早
口
」

(

少

女
の

友
)

明

治
44
・

34

歳

1

「
花
簪
の

箱」
(
少
女
世
界
)

大
正

6
・

39

歳

1

「
お

迎
ひ
」
(

少

女

画

報)

10

「
懸
賞
音
楽
会」
(
少
女
の

友)

11

「
黄
色
の
土
瓶
」
(
少
女
の
友
)

2

「
芳
子
の

煩
悶」
(
少
女
画
報
)

11

「
美
代
子
と
文
ち
ゃ
ん
の
歌
」
(

少
女
の
友)

3

「
五
人
囃
の
お
散
歩
」
(
少

女
の
友)

3

「
六
枚
の

着
物」
(
少
女
画
報
)

12

「

お
化

う

さ

ぎ
」

(

少

女
の

友)

〃

「
さ

く

ら

草」

(

少

女
の

友
・

臨
)

4

「
五
つ

の

貝」

(

少

女

画

報
)

明

治
42
・

32

歳

1

「
こ

け

子

と
こ
っ

子
」
(

少

女
の

友
)

4

「

欲
の

お
こ

り
」

(

少

女
の

友)

6

「
松
の
木
」
(
少
女
画
報)

2

「

山

遊
び
」

(
少

女
の

友)

5

「
ア

イ
ウ
エ

オ
の

鈴
木
さ
ん
」
(

少
女
の

友)

7

「

螢
の

探

し

も
の
」

(

少

女

画
報
)

3

「
鶯
の

先
生
」
(
少
女
の

友)

6

「
名
を
上
げ
た
い

文
ち
ゃ
ん
」
(
少
女
の
友)

10

「
石
と
少
女」
(
少
女
画
報)

4

「

女
の

大
将
」
(

少

女
の

友)

7

「
玉

子
の

車
」
(

少

女
の

友)

大
正
7
・

40

歳

3

「

右
の

人
・

左

の

人
」
(

少

女

画報

)

5

「
芳
子
の
虫
歯」
(
少
女
の

友)

9

「
長
い

小
指
」
(
少
女
世
界)

5

「
大
阪
の
家
」
(
少
年
倶
楽
部)

6

「
螢
の
お

見舞

」
(
少
女
の

友)

〃

「

流
さ

れ

た
み

ど

り
」
(

少

女
の

友
)

10

「

月

夜」

(

少

女
の

友
・

臨
)

7

「

蛙
の

お

船
」
(

少

女
の

友)

10

「
神
様
の
玉
」
(
少
女
の

友)

大
正

8
・

41

歳

4

「
薔
薇
と
花
子
」
(
少
女
の

友)

8

「

お

く
り

も
の
」
(

少

女
の

友)

11

「

南
と

北
」

(

少

女
の

友
)

5

※

『

行
っ

て

参
り

ま

す
』

天

佑
社

9

「う

な
ぎ

姿
さ
ん
」

(

少

女
の

友)

12

「

鴨
の

氷

滑

り
」
(

少

女
の

友)

〃

「
九

官

鳥」
(

少

女
の

友
)

10

「
虫
の

病
院
」
(

少

女
の

友
)

大
正

元
・

35

歳

団
「

環
の
一

年

間
」
(

少

女
の

友)

6

「
噴
水
と
花
子
」
(
少

女
の

友)

11

「
紅
葉
の
子
」
(

少
女
の
友
)

1

「

紫
の

帯」

(

少

女
世

界
・

臨)

11

「

敬
ひ

の

手

紙
」
(

お

と

ぎ
の

世
界
)

12

「
お

留

守

居」
(

少

女
の

友
)

大
正

2
・

36

歳

1

「
巴
里
の
子
供
」
(
少
女
世
界)

大
正

9
・

42

歳

1

「

解

ら
な
い

こ

と
」
(

お

と

ぎ
の

世

界
)

明

治
43
・

33

歳

1

「
三

匹
の

犬

日

記
」
(

少

女
の

友)

2

「

鳩
の

あ

や

ま

ち
」
(

少

女
の

友)

4

「

あ

る

春
の

こ

と
」
(

少

女

画

報)

2

「
伯
母
さ
ん
の
襟
巻」
(
少
女
の

友)

3

「梟

の

思
ひ
つ

き
」
(

少

女
の

友)

大
正

10
・

43

歳

1

「
花
子
と
赤
鬼
」
(
少

学
少
女
)

3

「
ニ
コ

ラ
イ
と
文
ち
ゃ
ん
」
(

少
女
の
友
)

4

「
つ

く

し
ん

坊
」
(

少

女
の

友)

大
正

11
・

44

歳

5

「
正
子
さ
ん
の

鳩
」
(
少
学
少
女)

4

「
ほ

と

と

ぎ
す

笛
」
(

少

女
の

友)

5

「
自
動
車
と
お
文
」
(
少
女
の

友)

大
正

13
・

45

歳

11

※
『
藤
太

郎
の

旅』

朝
日
書
房

5

「
燕

は

ど
こ
へ

い

た
」

(

少

女
の

友)

6

「
お
山
の

先
生
」
(
少

女
画
報)

6

「
お

池
の

雨」

(

少

女
の

友
)

辺6

「
お

と

り

鳥」

(

少

女
の

友
)

7

「
蜻

蛉
の

リ

ボ
ン
」
(

少

女
の

友)

7

「敏

子
と
人
形
」
(
少

女
画
報)

8

「蓮

の

花
と
子
供
」
(
少
女
の

友)

8

「新

し
い

鶴
と
亀
」
(
少
女
画
報)
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卑

で
あ

ッ
た
り
、
又
あ
ま
り
に
教
訓
が
か

っ
た
事
を
露
骨
に
書

い
て
あ

ッ

て
、
児
共
を
の
ん
び
り
と
清
く
素
直
に
育
て
よ
う
、
潤
く
大
き
く
楽
天
的

に
育
て
よ
う
と
考

へ
て
ゐ
る
私

の
心
持
に
合
は
な

い
も

の
が
多

い
所
か
ら
、

近
年
は
出
来
る
だ
け
自
分
で
お
伽
噺
を
作

っ
て
話
し
て
聞
か
せ
る
事
に
致

し
て
居
り
ま
す
L

こ
の

「
は
し
が
き
」
か
ち
解
か
る
よ
う
に
、
晶
子
は

「教
訓
が
か
っ
た
」
も

の
を
否
定
し
、
広
く
お
お
ら
か
で
、
愛
情
豊
か
な
童
話
を
願
う
母
親
的
見
解

で

童
話
を
執
筆
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て

い
る
。

そ
の
晶
子
が
、
児
童
文
学
作
品
を
初
め
て
発
表
し
た
の
は
、
明
治
四
十
年
六

月
、
「
少
女
世
界
」
に
掲
載
し
た

「
金
魚

の
お
使
い
」
と

い
う
作
品
で
あ
る
。

こ
の
童
話
は
、
主
人
公
の
太
郎
が
三
匹
の
金
魚
を
駿
河
台

の
菊
雄
さ
ん
の
許

へ

お
使

い
に
や
る
そ
の
行
程
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
。
金
魚
が
、
電
車
に
乗

っ
て

お
使

い
に
出
る
と

い
う
擬
人
法
を
用

い
た
筆
法
は
、
漸
新
で
新
鮮
味
が
あ
り
、

ユ
ー
モ
ラ

ス
で
も
あ
る
。

こ
の
作
品
の

一
場
面
に
、
三
匹
の
金
魚
が
お
使

い
に
出
、
駅
で
切
符
を
買
う

部
分
が
あ
る
。
手

の
な
い
金
魚
に
は
切
符
は
売
れ
な
い
と
言
う
駅
夫
に
、
三
匹

の
金
魚

の
独
言
な
ど
を
は
さ
ん
で
、
拒
否
し
た
駅
員
は

い
と
も
簡
単
に

「乗

っ

て
も
宣
し

い
θ
と
許
可
す
る
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
に
読
者
は
不

自
然
さ
を
抱
く
が
、
推
測
す
る
に
こ
の
場
面
は
金
魚
が
お
使

い
に
出
る
と
い
う
、

子
供
側
か
ら
見
る
と
、
夢
の
世
界
に
誘
わ
れ
て
い
く
期
待
で
い
っ
ぱ
い
に
な

っ

た
に
違

い
な

い
。
そ
う
し
た
幼

い
子
供
達
の
母
親
と
し
て
の
感
性
に
よ

っ
て
、

こ
う
し
た
場
面
で
の
説
明
の
執
拗
さ
は
極
力
排
除
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
童
話
の
主
眼
で
あ
る
水
を
必
要
と
す
る
金
魚

の
習
性
に
対
し
て
、

駅
長
と
駅
夫
が
奔
走
し
て
、
三
匹
の
金
魚
を
金
盥
に
入
れ
る
迄
の
金
魚
と
人
間

の
会
話
に
は
、
豊
か
な
愛
情
と
、
目
を
輝
か
せ
て

い
る
幼

い
児
ら
の
純
粋
な

問

い
に
や
さ
し
く
答
え
よ
う
と
す

る
母
親
晶
子

の
語
ら

い
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
日
常
生
活

の
身
近
か
な
出

来
事
を
題
材
に
、
現
実

の
人
名
や
地
名
を

折
り

こ
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
子
供
ら

の
興
味
を
引
こ
う

と
し
た
点
な
ど
が

こ

の
童
話

の
主
眼
な

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
童
話

の
結
果
は
、
お
使

い
を
終
え
た

金
魚
を
二
人

の
子
供
が
金
盥
を
持

っ
て
駅
ま
で
迎
え
に
行
く
と

い
う
件
り
に

な

っ
て
お
り
、
人
間
の
こ
こ
ろ
の
あ
り
方
や
、
智
恵
を
身
を
持

っ
て
教
え
よ
う

と
す
る
晶
子

の
精
神
が
こ
の

「金
魚
の
お
使

い
」
に

一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
頃
晶
子
は
三
十
歳
、
二
男
二
女
を

も
う
け
て
い
る
。

晶
子
は
、
そ
の
後
次

々
と
童
話
を
発
表
し

て
い
く
が
、
次
男
の
茂
を
登
場
さ

せ
て
、
近

々
幼
稚
園

へ
行
く
頃
の
日
常
的
な
こ
と
が
ら
を
愛
ら
し

い
会
話
を
中

心
に
描
い
た

「
ぼ
ん
ぼ
ん
さ
ん
」
(「詩
人
」
三
号

・
明
治
四
十
年
入
月
)
は
、

現
実
的
な
生
活
を
覗
か
せ
る
作
品
で
あ
る
。

こ
の
童
話
は
二
頁
足
ら
ず

の
短

い

も

の
だ
が
、
そ
の
終
わ
り
に
次
の
よ
う
な
描
写
の
部
分
が
あ
る
。

四
時
頃
母
さ
ん
が
湯
に
入

っ
て
居
る
と
、
人
が
来
て
居
る
と
云
ふ
、
其
の

人
は
字
を
書

い
て
居
る
と
分
ら
ぬ
事
を
絹
や
が
云
ふ
て
来
た
。
雑
誌
社
の

方
が
何
か
話
し
に
来
て
居
れ
る
か
と
思

っ
て
居
た
が
、
違

っ
た
。
お
父
さ

ん
の
書
物
棚
か
ら
、
入
峯
七
瀬
の
乳
母
車
な
ど
に
ま
で
書

い
た
も

の
を
貼

っ
て
居
た
。

お
そ
ら
く
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
の
は
、
借
金
取
り
か
、
執
行
官
の
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
頃

の
与
謝
野
家

の
生
活
は
、
貧
窮
し
て
お
り
、
そ
の
経
済
を
支

え
る
た
め
に
晶
子
の
童
話
執
筆
は
大
き
な
糧
と
な

っ
た
ら
し
い
。

こ
の
他
に
も
、
晶
子
の
童
話
に
は
、
現
実

の
生
活
に
即
し
た
リ
ア
ル
な
作
品

が
い
く
つ
も
あ
る
。
「金
ち
ゃ
ん
螢
」
・
「
ニ
コ
ラ
イ
と
文
ち
ゃ
ん
」
・
「
お
留
守

番
」
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
中

で
も

「
お
留
守
番
」
は
、
父
母
が
外
出
し
た

あ
と
、
三
人
の
兄
弟
が
留
守
番
を
す
る
話
で
あ
る
。
し
だ
い
に
退
屈
に
な
り
、

太
郎
が
、
「姉
さ
ん
行
き
ま
し
ょ
う
。
動
物
園

へ
θ
と
い
う

と
、
「
い
け
な

い
。

い
け
な
い
θ
と
大
時
計
が
言
う
。
時
計
は
、
部
屋

の
中
で
動
物
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
と
、
神
様
に
お
願
い
す
る
。
す
る
と
、
洋
服
が
熊
に
な
り
、
花
瓶

の
花
が
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お
し
ど
り
に
な
り
、
ピ
ア
ノ
が
ら
く
だ
に
な
る
と
い
っ
た
具
合
に
次
々
に
動
物

に
化
し
て
い
く
。
そ
の
変
化

の
様
が

こ
の

「
お
留
守
番
」

の
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
種

の
発
想

の
例
は
、
こ
の
他
に
も
数
例
が
あ
る
。

以
上
、
述

べ
た
よ
う

に
、
「小
年
少

女
」
に
収
録
さ
れ
た
二
七
編

の
短
編
童

話
の
価
値
は
、
ど
う
見
て
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
評
価
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
で

あ
ろ
う
が
、
前
述
し
た

「は
し
が
き
」

の
よ
う
に
、
晶
子
の
童
話
は
我
が
子
に
語

っ
て
聞
か
せ
る
目
的
で
執
筆
さ
れ
た
童
話
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
人
間
の
智
恵
や

こ
こ
ろ
を
教
え
る
人
生
訓
が
語
ら
れ
、
晶
子
の
歌

の
世
界
で
は
け

っ
し
て
見
ら

れ
な
か
っ
た
よ
う
な
、
純
粋
で
真
摯

な
態
度
と
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
母
親
の
愛
情

で
満
ち
溢
れ
た
世
界
が
、
こ
れ
ら
の
短
編
童
話

の
中
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
中
に

一
つ
だ
け
異
質
な
作
品
が
あ

る
。
「う
な
ぎ
婆

さ
ん
」
と
い
う
民
話
風
な
作
品
で
あ

る
。

こ
の
童
話
は
、
鰻
取
り
の
名
入
の
婆
さ
ん
が
、
自
分
が
鰻
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
ふ
さ
ぎ
込
む
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
、
し
だ
い
に
自
分
は
山

の
沼

へ
行

っ
て
、
底

の
藻
の
中
で
住

む
の
だ
と
い
う
よ
う
な
気
が
し
て
し
か
た

が
な
く
な
る
。
あ
る
時
、
息
子

の
三

八
を
呼
び
、
「
厄
介
に
な

っ
た
が
、
今
日

か
ぎ
り
で
帰
る
」
と
言

っ
て
、
親
類

の
者
を
呼
び
集
め
さ
せ
、
御
馳
走
し
、
そ

の
後
沼
の
あ
る
山
ま
で
親
類
の
者
と
上

っ
て
い
く
。
親
類
の
者
た
ち
は
、
何

の

た
め
に
集
め
ら
れ
た
か
不
信
だ
っ
た
が
、
長

い
間
鰻
を
取

っ
た
が
、
今
日
限
り

そ
ん
な
殺
生
は
よ
す
と
い
う
祝

い
だ
ろ
う

と
察
し
た
。
し
か
し
、
婆
さ
ん
は
皆

を
前
に

「皆
た
っ
し
ゃ
で
お
い
で
よ
、
私
は
鰻
だ
か
ら
水

の
中

へ
帰

っ
て
行
く
、

さ
よ
な
ら
」
と
い
っ
て
水
の
中
に
入

っ
て
行

っ
た
。
あ
わ
て
た
親
類
達
は
、
い

く
つ
か
の
方
法

で
探
し
た
が
、
お
婆
さ
ん
の
姿
は
見
え
な
か

っ
た
と
い
う
話

で

あ
る
。

こ
の

「う
な
ぎ
婆
さ
ん
」
は
、
他

の
童
話

の
中

に
あ

っ
て
、
例
外
的
に
異

様
な
雰
囲
気

が
漂

い
、

一
種

の
凄
み

の
あ
る
作
品
で
、
注
目
さ
れ
る
。
胆
々

と
し
た
文
章

と
、
あ
ま
り
脚
色

の
な

い
直
線
的
な
表
現
が
、
効
果
的
に
働

い

て
い
る
。

こ
れ
よ
り
後
の
作
品
で
は
、
『名
著
複
刻
日
本
児
童
文
学
館
』
第
二
集
に
掲

載
さ
れ
て
い
る

「
さ
く
ら
草
」
、
「月
夜
」
等
が
あ
る
。
「
さ
く
ら
草
」
は
、
以

前

の
短
編
童
話
と
は
異
な
り
、
少
女
小
説
風
な
美
し

い
作
品
で
、
随
所
に
花
の

描
写
が
あ
り
、
詩
的

で
あ
る
。
ま
た
、
「月
夜
」
は
、
石
津
村

に
住
む
お
幸
と

い
う
不
幸
な
少
女
の
物
語
で
、
苦
し

い
境
遇
の
中
で
強
く
生
き
ぬ
く
少
女
の
生

き
方
を
描

い
た
も
の
で
、
晶
子
自
身
の
人
生
観
を
も
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
て

い
る
よ
う

で
も
あ
り
、
大
変
興
味
深
く
印
象
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
晶
子

の
多
く
の
短
編
童
話
に
は
、
初
期
の
頃
の
現
実
生
活
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
生
活
童
話
的
な

"
語
り
"
の
童
話
か
ら
、
"書
く
"
意
識
が

生
ま
れ
、
小
説
風
の
も

の
が
生
ま
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
晶
子
が
、

元
来
持

っ
て
い
た
短
詩
型
文
学
の
資
質
は
、
こ
れ
ら
の
短
編
童
話
に
も
多
分
に

生
か
さ
れ
、
構
造
的
な
長
編
よ
り
は
、
主
情
主
義

の
勝

っ
た
短
編
に
、
よ
り
優

れ
た
も

の
を
見

い
出
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

三

次
に
、
長
編
童
話
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
先
述
し
た
五
冊
の
単
行
本

の

他
に
、
雑
誌
掲
載

の

「環
の

一
年
」
(大
正
元
年

一
～
十
二
月
迄

「少
年
少
女
」

に
連
載
)、
「
お
と
り
鳥
」
(大
正
二
年
、
六
～
七
月
)
は
長
編
童
話

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
大
正
三
年
二
月
刊
行

の

『入

つ
の
夜
』
(実
業
日
本
社
刊
)

は
、
二
百
頁

の
長
編
童
話
で
、
彼
女
の
童
話
中
で
最
も
完
成
さ
れ
た
味
わ
い
の

あ
る
童
話
と
言

っ
て
良

い
だ
ろ
う
。
八
編
か
ら
成
る
短
編
童
話
を
集
成
し
た
短

編
集
と
見
る
む
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

こ
の
八
編
が

一
つ
の
構
想
と
主
張
を
持

っ
て
連
関
し
て
お
り
、

一
つ
の
ま
と
ま

っ
た
長
編
と
考
え
て
よ

い
。

話
は
、
十
二
歳
の
少
女
綾
子
は
誕
生
日
よ
り
入
日
間
、
夕
方
に
な
る
と
神
様

に
預
け
ら
れ
る
。

一
日
目
は
按
摩
娘
に
、
二
日
目
は
英
学
校
の
給
費
生
、
三
日
目

は
漁
師
の
娘
、
四
日
目
は
外
国
航
路

の
客
室
係
に
、
五
日
目
公
爵
令
嬢
、
六
日
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ー

目
子
守
女
、
七
日
目
肺
病

の
少
女
、
八
日
目
お
ぼ
つ
か
な
姫
と
、
様

々
な
少
女

に
変
身
し
て
、
違

っ
た
世

の
中
を
体
験
す
る
と
い
う
童
話

で
あ
る
。

こ
の
八
日

間
の
体
験
が
、

一
夜
毎
に
連
鎖
的
に
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
七
日
目
に
は
、

肺
病
の
少
女
井
上
順
子
が
、
鎌
倉

の
転
地
先
か
ら
自
宅
に
帰
り
、

一
日
目
の
お

梶
と

い
う
按
摩
に
再
会
す
る
と
い
う

手
法
を
用
い
て
お
り
、
構
成
的
に
苦
心
の

跡
が
見
ら
れ
る
。

こ
の

『八

つ
の
夜
』
は
、
現
実
と
夢
と
を
交
錯
さ
せ
て
、

一
人
の
少
女
に
そ

れ
ぞ
れ
の
幻
想
と
実
像
を
描
き
出
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
幻
想
は
、
晶
子
が
歌

の
世
界
に
描

い
て
き
た
浪
漫
で
あ
り
、
ま
た
実
像
に
は
、
様
々
な
階
層
・身
分
・

境
遇
に
よ

っ
て
生
ず

る
異
な

っ
た
生
き
方
に
対
す
る
彼
女
の
人
生
訓
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
彼
女

の
感
性
と
奥
深

い
英
知
と
、
そ
し
て
自
立

の
精
神

に
よ

っ
て
こ
の

「八
夜
物
語
」
は
創
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
瀬
沼
茂
樹
氏
は
、

「『八

つ
の
夜
』
は
、
近
代
的
な
八
夜
物
語
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、

極
め
て
深
く
東
西
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
、
古
風
で
あ
る
と
同
時
に
、
前
衛

に
近

い
新
風
を
ひ
ら

い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
θ

と
述
べ
て
お
り
、
晶
子
の
学
識
を
認
め
、
こ
の
入
夜
物
語
を
評
価
す
る
。
確
か

に
、
こ
の
よ
う
な
体
験
小
説
は
、

一
般
的
に
は
幻
想
的
で
メ
ル
ヘ
ン
に
終
始
す

る
が
、
単
に
そ
れ
だ
け
に
は
と
ら
わ
れ
な

い
晶
子
独
自
の
童
話
と
な

っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

こ
の
翌
年

の
大
正
四
年
、
九
月
に
続

い
て
長
編
童
話

『う
ね
う
ね
川
』
(啓
成

社
刊
)
が
出
版
さ
れ
る
。
『八

つ
の
夜
』
と
比
較
す
る
と
、
短
編
を
繋
ぎ
合
わ

せ
た
よ
う
な
構
成
法
は
類
似
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
全
く
異
質
な
作
品
で

あ
る
。
内
容
は
、
う
ね
う
ね
川
の
上

流
に
住
む
老
夫
婦
が
、
九
人
の
息
子
の
家

を
訪
ね
て
行
く
船
旅

の
話
で
、
こ
の
九
人
の
息
子
達
の
生
活
や
、
老
夫
婦
と
息

子

の
や
り
と
り
な
ど
に
人
生
の
縮
図
を
見
る
よ
う
な
想

い
が
す
る
。

し
か
し
、

一
方
で
は
こ
の

『う
ね
う

ね
川
』
と
い
う
作
品
は
、
不
可
思
議
な

部
分
が
随
所

に
あ
る
。
例
え
ば
、

こ
の
九
人

(執
筆
当
時
、
晶
子
も
四
男
五
女

の
母
親
)
の
息
子
達

へ
の
土
産
に
、
青
蛙
や
、
板
昆
布
で
作

っ
た
靴
や
、
猿
な

ど
と

い
っ
た
も
の
を
持

っ
て
行
く
と
い
う

の
も
、
現
実
か
ら
掛
け
離
れ
て
い
る

し
、
時
代
設
定
も
瞹
昧
で
あ
る
。
そ
の
上
、
数

ヶ
所
に
次
の
よ
う
な
非
現
実
的

な
箇
所
が
あ
る
。

「さ
う
で
す
ね
。

お
爺
さ
ん
、
ま
あ
何
年
振
で
せ
う
か
ね
え
」

お
婆
さ
ん
も
両
岸
の
樹
木
を
と
み
か
う
み
し
な
が
ら
か
う
云

っ
て
居
ま

し
た
。

「何
年
に
な
る
か
な
あ
6

二
入
は
同
じ
よ
う
に
首
を
傾
け
て
居
ま
し
た
。

「お
爺
さ
ん
、
七
八
百
年
程
で
せ
う
か
ね
え
6

「と
ん
で
も
な

い
、
七
八
百
年
前
と
い
う

の
は
あ

の
三
番
目
の
息
子
を
分

家
さ
せ
た
時
分
だ
よ
四

「
ほ
う
さ
う

で
す
か
な
あ
、
で
は
千
年
も
経
ち
ま
す
か
え
θ

こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
他
に
も
数

ヶ
所
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
昔
話

か
と
思
え
ば
、
非
常
に
現
実
的
な
部
分
が
あ

っ
た
り
と
、
不
統

一
な
雰
囲
気
が

最
初
か
ら
最
後
ま
で
漂

っ
て
い
る
。

一
体
、
こ
れ
は
何
を
意
図
し
て
い
る
の
だ

　

ろ
う
か
。
佐
藤
通
雅
氏
は
、
こ
の
点
に
触
れ
、
「
つ
ま
り
、
こ
の
作
品
は
語
り
な

の
か
読
み
物
な
の
か
、
昔
話
な
の
か
現
代
話
な
の
か
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
の
か

リ
ア
ル
な
作
品
な
の
か
、
す

べ
て
の
点
で
あ
い
ま

い
な
失
敗
作
で
あ
る
6

と
述

べ
て
い
る
。
だ
が
、
「あ

い
ま
い
な
失
敗
作
」
と
断
定
す
る

の
は
、
性
急
す
ぎ

る
と
思
わ
れ
る
。

晶
子
の
長
男
光
氏
の

「
母
の
想

い
出
」
(
「太
陽
」
昭
和
五
三
年
二
月
)
と

い

う
随
想
の
中
に
、
こ
の

『う
ね
う
ね
川
』
に
つ
い
て
、
「話
の
筋
を
子
供
の
望
み

で
ど
の
よ
う
に
も
変
え
て
く
れ
た
結
果
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
ビ
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
童
話
は
、
子
供
の
枕
辺
で
話
し
て
聞
か
せ
た
晶
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子
流
の
お
伽
噺
で
あ

っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
面
ご
と
に
、
子
供
達
の
要
求

に
よ

っ
て
、
脚
色
さ
れ
た
り
、
飛
躍
が
あ

っ
た
り
、
逆
に
現
実
的
に
な

っ
た
り
し
て
、

全
体
的
に
は
不
統

一
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
見
方

を
変
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
可
思
議
な
雰
囲
気
こ
そ
が
、
こ
の
童
話

の

一
つ

の
魅
力
と
も
言

い
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
九
人
の
息
子
と
の
再
会
と
、
そ
の
生
活
ぶ
り
や
事
実
を
通
し
て
、
老

夫
婦

の
生
き
方
の
潔
癖
さ
や
、
明
か
る
さ
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
辺
に
も
晶

子
自
身

の
人
生
観
を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

長
編
童
話
の
す

べ
て
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
は
な
い
が
、

こ
の
代
表
的
な

作
品
二
編
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
な
特

質
を
持

っ
て
お
り
、
見
方
に
よ

っ
て
は
そ

れ
な
り
の
価
値
と
魅
力
は
た
ぶ
ん
に
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
評
価
し
て
も
よ

い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
初
期
の
頃
の
短
編
童
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
話

題
に
な

っ
て
い
る
人
や
事
件
の
特
徴

の

一
面
を
描
い
た
よ
う
な
簡
単
な
話
の
童

話
と
は
異
な

っ
て
、
長
編
童
話
に
は
、
晶
子
の

一
つ
の
主
張
が
浸
透
し
て
い
る

よ
う

で
も
あ
る
。

四

で
は
、

こ
の
よ
う
な
晶
子
の
児
童
文
学
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
荷

っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
先

に
も
触
れ
た
よ
う

に
、
こ
の
明
治
末
か
ら
大
正
初
め
の
児
童
文

学
は
、
専
門
的
に
童
話
を
書
く
作
家

は
少
な
く
、

い
わ
ゆ
る

一
般
の
作
家
た
ち

が
、
童
話

の
分
野
に
も
手
を
染
め
た
時
代
で
あ

っ
た
。
晶
子
も
こ
の
例
に
も
れ

ず
、
雑
誌
社
の
需
要
と
生
活
の
た
め
に
童
話
を
書
く
き
り
か
け
を
得
た
の
で
あ

る
が
、
当
時
活
躍
し
た
女
流
児
童
文
学
作
家
と

い
っ
て
も
、
尾
島
菊
子
を
掲
げ

る
く
ら
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
晶
子

が
童
話
や
少
女
小
説
を
書

い
た
時
期
は
、

大
正
の
中
頃
に
到
来
す
る
児
童
文
学

の
ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
の
前
段
階
に
あ

っ
て
、

「
み
だ
れ
髪
」
に
お
い
て
情
熱
の
ほ
と
ば
し
る
よ
う
な
、
奔
放
な
愛

の
歌
を
読

ん
だ
歌
人
が
、
児
童
文
学
に
傾
倒
し

た
事
実
は
児
童
文
学
史
上
の

一
つ
の
大
き

な
布
石
を
打

っ
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。

次
に
、

こ
こ
で
と
り
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な

い
問
題
に
、
大
正
七
年
入
月
、

鈴
木
三
重
吉
に
よ
る

「赤

い
鳥
」
運
動
と
晶
子
の
主
張
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「赤

い
鳥
」
運
動

の
主
義
や
成
果
は
、
「明
治
期

の
お
伽
噺
に
見
ら
れ
る
底
の
浅
い
説

話
性
を
よ
り
近
代
的
な
文
学
性
に
高
め
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
も

つ
低
俗

な
教
訓
性
や
娯
楽
性
を
払
拭
し
て
、
子
ど
も
の
心

の
特
殊
性
に
即
し
た
表
現
の

ぶ

質
を
深
め
た
こ
と
」
が
大
き
な
功
績

で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
三
重
吉
の
主
唱
し

た
児
童
芸
術
運
動
は
、
当
時
の
文
壇

の
そ
う
そ
う
た
る
作
家
達

の
賛
同
に
よ
っ

て
、
は
な
ぱ
な
し

い
幕
あ
け
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
晶
子
は
こ
の
よ
う
な
三
重

吉
の
運
動
に
同
調
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
三
重
吉
も
晶
子

の
童
話
を
評
価
す
る

こ
と
が
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
興
味
深

い
事
実
で
あ
る
。

こ
の
日
本
の
近
代
児
童
文
学

の
歴
史
を
拓

い
た
雑
誌

「赤

い
鳥
」
は
、
雑
誌

の
内
容
が
高
尚
す
ぎ
た
点
と
、
当
時
、

『
般

の
家
庭
の
子
供
達

に
根
を
下
ろ
す

こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
と
、
三
重
吉
自
身
に
確
固
と
し
た
児
童
文
学
観
が
確
立

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
し
て
、
広
く
大
衆
に
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
、

三
重
吉
の
死
で
百
九
六
冊
を
刊
行
し
て
廃
刊
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
、

ど
こ
と
な
く
き
ど

っ
た
品
格

の
童
話
や
読
物
は
、
晶
子
に
は
納
得
し
か
ね
る
部

分
が
あ

っ
た
こ
と
は
大

い
に
予
測
で
き
る
。
晶
子
の
童
話

の
根
源
は
、
自
ら
の

母
親
と
し
て
の
子
供
ら

へ
の
枕
辺
の
語
り
か
ら
発
想
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

し
、
何
よ
り
も
対
象
と
な

っ
た
子
供
達

へ
の
愛
情
と
反
応
を
起
因
と
し
て
、
綴

ら
れ
た
も
の
が
晶
子
の
児
童
文
学
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
両
者
の
主

張
が
あ

い
受
け
入
れ
ら
れ
ず

に
終

っ
た
の
は
、
当
然

の
こ
と
で
あ

っ
た
の
か
も

知
れ
な

い
。

こ
の
頃
を
境
と
し
て
晶
子
の
児
童
文
学
は
、
他
の
す
ぐ
れ
た
作
家

の
輩
出
に
よ

っ
て
発
表

の
機
会
を
し
だ
い
に
失

っ
て
い
っ
た
よ
う
で
、
大
正
十

一
年
以
降
は

一
編
の
作
品
も
発
表
し
て
い
な

い
。

以
上
の
よ
う
に
確

か
に
、
晶
子
の
童
話
は
彼
女
の
短
歌
や
詩
に
あ
る
精
彩
さ

に
は
欠
け
る
も

の
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
多
く

の
作
品
の
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い
ず
れ
に
も
、
清
ら
か
で
、
真
摯
な
態
度
の
晶
子

の
姿
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
く

り
返
し
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
十

一
人
の
母
親
と
し
て
の
子
供
達

へ
の
や
さ

し

い
ぬ
く
も
り
の
愛
情
に
よ

っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
非
現

実
的
な
描
写
や
、
幼
稚
な
発
想
、
作

為
的
な
構
成
は
、
語
り
の
集
成
か
ら
生
ま

れ
た
た
め
に
止
む
を
得
ず
生
じ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
得
る
し
、
論
理
的
な
思
想

は
幼

い
子
ら
に
は
不
必
要
な
も
の
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。

ま
た
、
こ
の
童
話
執
筆
時
期
は
、
晶
子
の
私
生
活
も
多
忙
を
き
わ
め
、
五
男

六
女
の
出
産
、
育
児
に
あ

っ
て
生
活
は
貧
窮
し
、
物
質
的
に
は
恵
ま
れ
な

い
時

期
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
活
の
中
に
あ

っ
て
、
実
生
活

へ
の
糧
と
、
精
神
的
自
立
の
た
め
に
晶
子
は
数

々
の
童
話
を
し
た
た
め
る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
「明
星
」
の
代
表
的
歌
人
と
し
て
、
ま
た
詩
人
、
小
説

家
、
国
文
学
研
究
家
、
さ
ら
に
社
会
評
論
家
、
そ
し
て
こ
こ
に
述
べ
て
き
た
児

童
文
学
家
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
に
は
、
感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

注

ω

『定

本

與
謝

野
晶

子
全
集

』
第

十

二
巻

「
童
話

戯

曲

美
文

他
」

木
俣

修

氏
解

説

に
は
、

「
『
女

子
文
壇

』

(
明
四

一
・
一
)

の
広
告

に
よ

る
と
、

こ
れ

に
は

『
牛

の
お
ば

さ
ん
』

他

二
編

が
収

め
ら

れ

て

い
る

の

で
あ

る
θ

と
あ

る
。

②

上
笙

一
郎

氏

は

「
晶

子

・
そ

の
児
童

文
化
的

側

面
(
中

)
」

(
「
日
本

児
童

文
学
」

昭
和

五
七
年
五
月

)、

「
三
、
童

謡

・
少
年
少

女
詩

」

の
中

で

「
晶

子

の
童

謡

・
少
年
少

女
諸

作
品

の
少

な
か

ら

ぬ
数

を

『
童
話

・
小

説
』

欄

に
記

載
し

て
し
ま

っ
て

い
る
よ
う

な
有
様

で
は
、

そ

の
総
数

は
不

明

と
言
う

よ

り

ほ

か
は
な

い

の
だ
が

、
」

と
述

べ
ら
れ

る

よ
う

に
、

私

に

確

認
し

た
大

正
八

年
三
月

の

「
花
子

の
目

」
な

ど
は

、
本

来

童

謡

の
中

に
入

れ
ら

れ
る

べ
き
も

の

で
あ

る
。

③

『
日
本

児

童

文
学

館
第

二
集

』

「
与

謝
野

晶

子
著

八

つ
の
夜

(
愛

子

叢
書

第

四
編

)
」
解

説

(
昭
和

五
三

年
十

一
月

・
ほ
る

ぷ
出

版

)。

ω

『
日
本

児

童

文
学

の
成

立

序
説

』

(
昭
和

五

六
年

十

一
月

刊

・
大

和
書

房

刊

)。

㈲

講

座

日
本

児
童

文

学

第

四
巻

『
日
本

児
童

文
学

史

の
展
開

』

(
昭
和

四

八
年

十

二
月

刊

)
、
所

収

の
横

谷

輝
氏

「童

話

の
成

立

と

そ

の
展

開
過

程

日
本

童
話

文
学

の
歩

み
」

参

照
。
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